
ヲ
ケ
ハ
ザ
マ
ガ
イ
ジ
ン
ノ
ズ

繍
狭
間
凱
隊
悶

滞
政
末
期
に
は
加
制
H
滞
の
士
家
に
多
く
山
削
川
利
家
柄

狭
間
凱
帥
闘
を
磁
L
て
ゐ
た
。

利
家
が
鉛
安
で
白
馬

に
跨
旬
、
大
身
の
給
や
一
右
脳
に
放
て
、
そ
れ
に
苗
一

つ
、
絞
の
前
輪
に
尚
一
つ
、
後
峨
に
二
つ
党
引
け
て

ゐ
る
問
で
あ
る
O

H
卦
永
元
年
金
谷
武
英
の
記
文
に
、

原
岡
に
は
伊
誌
の
抗
削
指
が
水
府
戸
制
約
加
の
お
に

畑
山
じ
た
貨
が
あ
っ
た
。
そ
の
酢
に
、『式
ω
邸
側
ν
地
泣
=

隈
風
↓
殿
山
淋拙州
政
相
紅
。
牢
段
給
申
院
将
首

o
a

箭
間
銀
気
骨
川
雄
。

巾
v
M
m
m
々
姥
v
m
問返
。
唆
川附
矧
射

成山地
中
。
滋
々
保
功

mL岡
山
作
一
柴
氏
問
削
肝
徒
同
帥
耳
。

叩百開場不
ν
州
国
製
相
括
和
。
北
門
鏑
続
問
幽
T
姿
。
惣
陪
桶

狭
風
雨
天
。
研
ν

箆
銭
射
術

H
駅。
』
と
あ
っ
た
と
い

ヲ
ケ
カ
h
F

ハ
ラ
マ
チ
縞
片
原
町

金
制
岬
の
笛
町

一
ふ
。
是
を
以
て
見
る
に
此
の
仰
は
水
戸
か
ら
仰
っ
た

針
。
一
花
依
九
年
木
町
肝
煎
波
許
附
に
、
桶
町
の
次
に

一
・も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
斬
恨
の
政
に
主
つ
て
は
笛
沼

稲
片
原
則
と
あ
る
。
元
職
三
年
火
災
担
に
、
摘
片
限
一
に
合
致
せ
ぬ
。

川
と
抑
制
せ
た
の
も
同
町
で
あ
ら
う。

一

ヲ
ゴ
ヤ

尾
小
屋

能
楽
部
料
海
郷
に
闘
す
る
部

ヲ
ケ
ダ
キ
絹
滴

臨
京
都
大
都
な
る
桶
綿
川
の

一
一
情
。
長
原
・上・
ニ
ッ
屋
の
小
字
が
あ
る
。

前
日
常
測
る
こ
と
一

粁
俄
の
加
に
あ
っ
て
、
水
流

E
一

ヲ
ゴ
ヤ
キ
ン
ザ
ン

尾
小
屋
金
山

能
史
仰
同
小

山
町
宇
一
部
ち
、
洞
口
に
扱
布
を
懸
け
る
が
放
に
名
づ
け

一
屋
に
在
っ
た
o
加
賀
滞
の
改
作
所
自
認
に
抑
制
せ
た
天

5
0
湖
町
聞
か
ら
真
に
曲
折
し
て
下
る
を
以
て
、
七
搬
一

和
三
年
十
一
且
の
お
而
に
、
『
唯
今
賂
小
原
金
山
に
給

制
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

一
在
蹴
到
底
苦
左
衛
門
と
い
ふ
者
、
不
屈
之
内
回
有
之
、
向

ヲ
ケ
ダ
キ
ガ
ハ

絹
滴
川

鳳
至
郡
下
山
の
山
中

一
後

か
ね
山
へ
不
出
枚
、
か
ね
山
師
共
へ
急
渡
可
申

に
波
し
、
E
阪
を
穿
っ
て
桶
郡
を
な
し
、
大
揮
の
小

一
渡
。
』と
あ
る
か
ら
、
そ
の
古
き
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

宇
品
毛
に
於
い
て
支
流
谷
坂
川
を
併
せ
、
北
統
L
て
一
後
鎚
〈
も
な
〈
脱
し
た
と
見
え
て
、
貸出川
J
l

四
年
の

海

に

入

る

剣

流

で

あ

る

。

一

調

訟

に

、
尾
小
屋
村
の
岩
底
谷
は
、
先
年
筑
金
を
探

ヲ
ケ
チ
ョ
ウ
緑
町

4

金
持
田
町
名
。
器
政
中
は

一一却
し
た

地
で
あ
る
か
ら
、
白
永
一
巾
之
を
再
興
し
た

ヲ
ク
l
!
ヲ
サ

と
都
L
、
問
飴
及
び
時
間
泊
殴
遣
を
梁
と
し
た
が
、
元

職
九
年
十
周
松
任
に
務
っ
て
mm
右
衛
門
と
改
め
、
務

純
阿
脅
識
と

L
、
元
文
抗
年
三
月
十
六
日
六
十
荒
依

を
以
て
裂
し
た
。
小
企
日
記
を
越
し
て
ゐ
る
。

ヲ
グ
ラ
リ
ヨ
ウ
ハ
合
小
倉
夏
伯

郡
は
泊
民
。

白
川
町
八
年
木
道
の
御
問
国
間
と
し
て
石
川
さ
れ
、
二
十

人
扶
持
札
町
賜
ひ
、
明
和
七
年
六
且
入
日
出
十
七
絞
を

以
て
問
問
。
子
ι民
凶
は
七
λ
絞
持
た
受
け
た
が
、
安
永

七
年
間
且
目
戸
に
於
い
て
飢
心
自
殺
し
た
。

ヲ
グ
リ
小
菜

附
出
品
都
市
三
郷
に
臨
す
る
部
却
問
。

明
治
八
年
十
月
に
束
。
棋
山
を
併
合
し
た
。

ヲ
グ
リ
ゴ
ン
ザ
プ
ロ
ウ

小
栗
樋
三
郎

大
袈
寺

裕
士
。
父
十
郎
主
術
門
は
袈
泌
知
久
手
の
本
側
で
あ

っ
た
。
承
胞
元
年
前
川
利
治
が
中
山
地
を
絞
て
郎
邑

し
よ
う
と
し
た
時
そ
の
家
に
宿
L
、
棟
三
郎
の
怜
附

な
る
荷
見
て
児
小
姓
に
召
出
し
た
o
w尚
治
三
年
利
治

の
卒
後
、
税
一
二
郎
そ
の
治
骨
に
従
う
て
郎
。
、
況
且

}
一
日
大
禦
寺
久
法
寺
山
上
に
切
腹
殉
死
L
た
。
日
平
年

什
二。

本
町
の
一
で
、
本
名
は
桶
屋
町
で
あ
る
。
滞
初
の
頃

は
、
諸
吸
入
札
7
・
そ
れ

L
t、、、
一
郎
に
集
め
て
即
位
さ
せ

た
か
ら
、
こ
の
削
も
桶
職
の
務
所
集
め
た
印
刷
で
あ
ら

ζ

，。ヲ
ケ
ド

帯
。

編
戸

以
来
部
下
川
野
郷
に
防
す
る
部

九
三
八

が
、
産
額
一
世
少
に
し
て
止
め
た
と
あ
る
。
明
治
十
年

ま
た
銅
鎖
常
設
見
L
、
制
後
山
叩
炎
は
あ
る
が
、
到
に

染
務
山
町
酬
制
約
す
九
。

ヲ
ゴ
ヤ
ノ
セ
キ
シ
ヨ
尾
小
屋
の
関
所
能
安
部

地
小
旧
民
は
加
創
部
領
と
縦
附
衡
と
の
境
問
介
に
近
か
っ

た
か
ら
、
丸
山
門円
相
府
領
〉
及
び
阿
手
ハ
加
賀
出抑
制
〉
滋

の
交
叉
す
る
所
に
間開
所
が
山
白
か
れ
て
日
た
。
三
州
大

山
耐
水
紅
に
、
『
同
小
口
臨
村
公
卸
の
出
版
に
間
関
所
あ
旬
。

百
姓
殺
人
な
り
。
』
と
却
す
る。

ヲ
サ
カ

尾
坂

紅
白
の
金
mm
城
附
に
新
丸
の
北

方
同
坂
門
前
の
坂
山
町
脅
胎
坂
と
杷
L
、
後
附
も
ま
た

L
か
言
う
た
。
そ
れ
や
-
越
R
W
賀
三
…州
芯
に
、
陪
坂
は

胎
山
坂
の
巾
略
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
ろ
の
は
純
で
、

れ
は
小
坂
の
枇
で
あ
る。

河
北
門
か
ら
浅
野
川
に
及

ぶ
聞
は
古
へ
の
小
坂
庄
で
、
こ
の
庄
に
向
か
ふ
門
を

小
坂
門
と
い
ひ
、
そ
の
門
前
半
ι
小
坂
口
父
は

mに
小

坂
と
も
い
う
た
の
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。

ヲ
サ
カ

小

坂

江

川
山
市
四
十
九
院
谷
に
出
す
る

郎首問。ヲ
サ
カ

小
坂

州
川
河
北
部
小
坂
庄
に
凪
す

る
部
古
川
。
仲
間
古
今
の
愈
抑
巾
町

・
地
川
町
川
滋
に
あ
っ

た。

金
祁
械
の
治
手
キ
ー
賂
援
ロ
と
い
ふ
も
そ
の
お
で

あ
る
。

市
街
の
部
仙

L
た
附
に
郊
外
に
科
さ
れ
た
の

で
あ
ら
う
。

ヲ
サ
カ
ザ
ン
ノ
ウ
ジ
ン
ジ
ヤ
小
坂
山
王
紳
社

河
北
側柑
小
坂
に
鎮
座
す
る
。
こ
の
副
は
、
銑
資
金
持

巾
町
後
の
紙
屋
陀
三
郎
の
郎
地
に
在
っ
た
が
、
市
街

の
附
制
限
し
た
川
今
の
地
に
制
ぜ
し
め
た
も
の
で
あ
る

と
、
紅
粉
回
出
伊
六
の
家
閉
山
に
載
せ
て

あ
っ
た
と
い

ふ
。
祭
榊
は
天
閉
山
口
町
太
跡
、
相
般
に
日
青
山
刺
が
あ
っ

て
、
俗
に
小
坂
山
正
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
を
中
山
引
か
ら

式
の
野
間
紳
枇
に
町
田
L
て
ゐ
た
こ
と
は
、
正
徳
二
年

五
島
小
坂
村
肝
煎
作
兵
衛
の
手
記
に
、
『
野
聞
大
明

跡
。
但
右
宮
小
坂
村
領
に
御
座
候
。
跡
地
際
見
題
作

支
配
仕
候
。
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
今
は

野
間
品
川
祉
と
椛
ず
る。

J
ノ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
川
町
附
利

枇。
ヲ
サ
カ
ジ

空

尾

坂
下

金
抑
城
山
方
外
部
の
門

宇
一
路
坂
門
と
い
ひ
、
門
外
に
尾
坂
が
あ
っ
た
か
ら
、

坂
下
の
向
島
ι
胎
坂
下
と
い
う
た
。

ヲ
サ
カ
ジ
費
フ

ル
デ
ラ
マ
チ

尾
坂
下
古
寺
町

金
制
印
城
地
に
金
仰
御
坊
が
在
っ
た
頃
、
地
絞
下
は
そ

の
下
遊
説
の
多
か
っ
た
所
で
あ
る
か
ら
、
前
倒
利
宋

の
人
部
の
後
、
務
方
か
ら
来
た
加
川
徒
中
。亦
こ
与
に
む

か
れ
た
。
随
う
て
そ
こ
宥
寺
町
と
い
ひ
、
寺
院
に
紗

鞘
そ
命
じ
た
後
に
は
古
寺
町
と
呼
ん
だ
時
期
が
あ
る

と
見
え
る
。
今
の
大
手
間
で
あ
る
。

ヲ
サ
カ
シ
ョ
ウ
小
坂
庄

河
北
郡
に
在
っ
た
。

永
仁
七
年
三
且
五
日
附
総
山
夫
円前
の
翻
林
寺
に
奥

へ

給
う
た
起
術
文
に
加
賀
閥
小
坂
庄
と
あ
り
、
又
zM
Mm

ご
年
八
月
什
一
点
日
相
桜
守
年
明
隠
の
下
知
朕
に
見
え

て
南
部
寺
領
で
あ
り
、
成
正
二
年
活
内
製
段
銭
前
同

役
引
刊
に
は
、『
閉
山
九
百
二
十
文
、
在
日
祉
領
自
州

小
坂
煎
闘
方
段
銭
』
と
い
ひ
、
大
郎
防
輿
日
程
天
文

八
年
七
月
五
日
の
僚
に
は
、
二
候
家
領
加
州
小
坂
舵

浅
野
保
と
見
え
る
。
後
悦
も
小
坂
庄
が
あ
る
。

ヲ
サ
カ
シ
ョ
ウ

小
坂
庄

河
北
郁
に
邸
L
、
滞

政
時
代
で
は
大
脳
・山
，
上
・卯
医
・制
官
寺
・浅
野
・浅

野
中
島
・
大
衆
初
出
・
談
践
腕
・
御
所
・
長
箆
・夕
日
寺
・

牧
・mm
m
N
寺
・
小
二
俣
・
戸
室
別
町
・
南
原
・
活
水
・小

坂
・三
池
・乙
丸
・跡
谷
内
・疋

m
-新
保
の
廿
=
一
命
村
所

含
ん
で
跨
た
。
金
山
部
の
城
下
内
に
な
っ
た
所
で
も
、

商
問
・十
問
問
近
江
町
・袋
町
・楠
町
・元
作
品
目
刷
寺
町
・

大
手
町
・
彦
三
町

-m努
町
・下
問
閉
山町
・
新
町
・
崎
町

町
・橋
場
町
・今
町
・味
噌
磁
町
・下
初
木
町
・陥
中
町
・

略
本
町
・

2A可
申
立
訂
町
・
森
下
町
・
観
音
町
・
御

J↑


